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序
従来から平氏政権に関する論文は顕著で、その研究も多岐にわ
たっているが、清盛をテーマとする論稿は少ない。これは平氏政
権と清盛が表裏一体の関係にあること、及び、その反面では、清
盛個人の史料が比較的に乏しいことに起因している。
（１）
清盛の出生については、白河法皇の落胤説もあるが、まず、清
盛は、白河院政Ⅱ鳥羽天皇在位の元永元年（一二八年）、平忠
盛の嫡子として出生した。ときに、父忠盛は三一一才の青年で、正
衡流伊勢平氏の中心は、祖父正盛（因幡守、丹後守等歴任）であった。
しかし、正盛は西海の賊徒討伐を行なった元永二年から、保安一一一
年頃までの数年間を境として没したか、保安四年（清盛六才）に
は、忠盛（伯耆守、越前守、歴任）が、白河法皇の要請によって、神輿
（２）
を
擁
し
た
蜂
起
の
延
暦
寺
衆
徒
に
よ
る
入
洛
を
阻
止
し
て
い
る
。
こ
の
時
平
清
盛
抄
（
石
塚
）
平
清
盛
抄
期、平氏は忠盛時代に入る。忠盛は、承徳二年の伊賀国阿拝郡鞆
田村及び山田郡山田村の六条院（郁芳門院提子内親王の菩提所）
への寄進といった正盛の努力（白河法皇に接近するため、元来の
東大寺領荘園を寄進）を契機とする諸々の政治的所産を継承する
（３）
ことで政界へ進出した。この行為は、平氏にとって律令機構進出
の出発点としての意義は大きく、これは平氏の所領的基礎が伊賀
（４）
国にあったことを示し、伊賀平氏なる名称も生じている。このた
め、東大寺との間には紛争が長期に継続された。寄進地のうち、
山田村三町八反（出作）は比鞍的少ないが、鞆田村は六○余町あ
り、六条院領（鞆田御庄一四町八段一八○歩）と、東大寺領（鞆
田庄四○余町）に二分されたが、忠盛のとぎ、残りの田畠四○余
町の押妨を計画し、院領内に居住する寄人が、寺領内の田畠を耕
作しているにもかかわらず、寺家に所当地子や所役を対梓するよ
うに工作した。当時、忠盛は京都に住い、長承二年には、一族の
（５）
家貞を沙汰人として鞆田御庄に派遣し、庄務を管理させた。
この間、大治四年一月、清盛は従五位下で左兵衛佐に任じ、除
四五
石
塚
栄
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（６）
目では満座鱒目という。とぎに一二才である。これには、「人々
の耳目を驚かすに足る破格の人事であった。尤もこれは白河法皇
が終焉を前に落胤の清盛に施されたせめてもの愛情と考えれば、
（７）
敢て驚くほどのことではなかった。」との見解もある。（同年七月
に白河法皇の崩御、鳥羽院政Ⅱ崇徳天皇在位）、ついで、大治六
（８）
年に従五位上に叙す。勿論、これは落胤説を一別とすれば、大治四
年の白河御塔造進、長承元年の得長寿院千躰観音堂造進による内
（９）
昇殿許可の事実が示す、父忠盛の政治的成果である。また正五位
下を経て、清盛は、保延元年忠盛の海賊追討の褒賞とともに、一
八才で従四位下に叙し、保延二年忠盛譲りの中務大輔となり、保
延三年造進熊野本官賞で兼肥後守に任じ、保延四年に長子重盛が
（、）
生まれた。重盛の母は、右近衛将監高階基章の女で、この事情を
角田氏は、「一般仁平清盛の室と言えば、従二位平時子の名が想
起される。けれども、最初の正妻は時子ではなく、重盛を生んだ
基
章
の
娘
と
承
な
す
の
が
至
当
で
あ
る
。
」
そ
し
て
、
「
新
興
勢
力
と
し
て
野望を抱く清盛の婚姻を考えると、鳥羽上皇の近臣グループ関係
から、保延年間の清盛は、高階氏の娘を欣んで正妻に迎へるよう
（ｕ）
た低い地位にあった。」という。そして、保延五年に次子基盛
（同母）の出生、久安二年、正四位下で安芸守（兼中務大輔）に
（辺）
任じ、久安三年は三子宗盛を得た。宗盛の母は、平時忠の姉時子
（当時一一二才）で、清盛との婚姻は保延五年ｌ久安一一年であろ
う。また、久安三年六月’七月、清盛（三○才）は祇園社神人と
衝
突
、
た
め
に
延
暦
寺
大
衆
か
ら
鳥
羽
法
皇
に
清
盛
の
処
罰
要
求
が
な
さ
（過）
れ、その結果、清盛は臓銅の罪をうけた。
四六
かくて、仁平三年、これまで平氏の中心にあった父忠盛走四位
上刑部卿Ⅱ備前守、美作守等歴任）は五八才で没し、ここに平氏の将来
は、三六才の殿上人清盛の肩にかかってきた。このとき、平氏一
門は、長子重盛一六才（従五位下）、次子基盛一五才、三子宗盛
七才、四孑知盛二才、弟経盛三○才（従五位下か）、教盛二六才
（従五位上、淡路守）、頼盛二二才（正五位下、常陸介）、忠度一
○才、（家盛早世か）であった。よって、仁平三年は政治家壮年
（皿）
清盛の第一歩となった。
註（１）安田元久「平家の群像」二○一’二頁。
角田文衛「平重盛の生母」（古代文化六号）一○四頁。
（
２
）
長
秋
記
元
永
二
年
十
二
月
廿
七
日
条
。
百
錬
抄
元
永
二
年
十
一
月
廿
七
日
、
十
三
日
、
保
安
四
年
七
月
十
八日条。
正
盛
の
没
年
不
詳
で
あ
る
が
、
久
安
年
間
と
も
い
う
。
（３）竜粛「六条院領と平正盛」（歴史地理五五の三）
田
中
文
英
「
平
氏
政
権
の
形
成
過
程
」
（
日
本
史
研
究
九
五
号
）
二
七
－
四
○
頁
。
平
安
遺
文
一
四
五
三
号
（
大
和
国
東
吉
助
庄
）
な
ど
。
↓
法
政
史
学
一三号の一四六頁参照。
（４）飯田悠紀子「伊勢平氏の領主的性格」（学習院史学三号）
七
○
頁
、
七
三
’
九
頁
。
（５）遺文一一二八五号、二二八六号、二一一一七七号。
（６）長秋記大治四年正月廿四日、三月十六日灸。
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（巧）
久寿二年ｌ保元元年に清盛は、女徳子と盛孑を得た。そして、
保元元年七月、保元の乱が起り、三九才の清盛は平氏の棟梁とし
て、律令体制を揺がす内乱に直面した。この内乱を従来の見解
は、「律令機構の衰頽、古代貴族の無力化に伴う政権の素乱に乗
ずる新興武士の活動（政権掌握の転機）」「平氏、源氏の棟梁の活
動は、院政と摂関政治の枠内にあり、乱を惹起すべき主導的立場
ではなく、戦いの直接指導者でもなかったこと」及び、「鳥羽院
平
清
盛
抄
（
石
塚
）
公卿補任第一締（新訂増補国史大系）四五○頁。
（
７
）
角
田
氏
前
掲
書
一
○
四
頁
。
（
８
）
公
卿
補
任
第
一
流
四
五
○
頁
。
（９）百錬抄大治四年十一一月廿八日、長承元年三月十三日条。
長
秋
記
長
承
二
年
八
月
十
三
日
条
。
（、）長秋記保延元年四月二日、八日、八月十五日、什一日条
百
錬
抄
保
延
元
年
四
月
八
日
、
八
月
十
九
日
茶
。
公
卿
補
任
第
一
端
四
五
○
頁
。
（、）尊卑分脈第四猯（新訂増補国史大系）三四頁。
角
田
氏
前
掲
書
一
○
三
頁
。
（⑫）兵範記久寿二年四月十一日条。
公
卿
補
任
第
一
篇
四
五
○
頁
、
四
六
九
頁
。
（Ⅲ）百錬抄久安三年六月廿八日、七月廿四日条。
（Ⅲ）兵範記久寺二年四月十一日条、など。
公
卿
補
任
第
一
篇
四
四
九
’
五
一
○
頁
。
政の専制支配での検非違使の役割と諺摂関家の実力者藤原頬長に
よる近衛府の存在（変質的院政体制と本来的律令機構）にふる政
（巧）
治的対立」と説明する。これは鳥羽院政の終局を契機とした。ま
ず、七月に鳥羽法皇の崩御を承ると、崇徳上皇の謀叛の噂を中心
に、洛中が騒がしくなり、宣旨によって、平氏では検非運使左衛門
少尉基盛が宇治路に派遣され、一方へ清盛は、法皇の生前交名に
承えず、（忠盛と崇徳上皇の一宮重仁親王とは義君関係で、）そ
の去就が注目されたが、美福門院（法臭の后）からの使で後白河天
皇方に参加した。保元物語に、「清盛いかがおもひけん、是れ内
裡へまいりにけり。」とあり、清盛は思惑をもって政局を静観し
（Ⅳ）
て
い
た
。
こ
の
点
、
石
母
田
氏
は
、
愚
管
抄
「
清
盛
ナ
ド
十
人
ト
カ
ャ
ニ
祭
文ヲカカセテ」、及び、兵範記「去月朔以後、依院宣、下野守義
朝井義康等、参宿陣頭守護禁中、（略）源氏平氏輩、皆悉率随兵
祗候子鳥羽殿、蓋是法皇崩後、上皇左府同心發軍、欲奉傾國家、
其儀風聞、帝被用心也」から、「生前すでに義朝、清盛等十人の
（咽）
有力な武士に誓書をいれさせ、云含。」と清盛を説明する。ここ
に天皇方は、入道信西（藤原通憲）を軸に平滑盛、源義朝等の武
力で構成された。このとき、白河殿夜討で清盛は大炊御門の西門
に押寄せ、上皇方の源為朝のために一時は後退したが、白河北殿の
焼打を転機に上皇方は敗走、その夜に軍功の賞あり、清盛は播磨守
に任じ、直ちに“源為義追討で東坂本に発向し、延暦寺大衆と衝
突しながらも、ここでは抗戦を好まず後退した。なお、清盛にと
って、乱後の焦点は叔父忠正の処分で、これは重大な意味をもっ
た。すなわち、「此忠正と申は、清盛が伯父なりければ、申預て
四七
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助たりけるを、我伯父を切らずは、義朝父を切事よしあらじと恩
ければ、信西に内々いひ合て、清盛申請て切けるとぞ聞えしど
のように、一族の忠正父子の犠牲代償をもって、清盛は源氏の本
流為義父子の滅亡を計り、義朝を残して一掃することに成功し
た。ために、真偽はともかく、乱後、すぐに清盛と義朝の合戦が
（四）
噂
さ
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
かくて、五孑重衝の生まれた翌年の保元一一一年、清盛は太宰大弐
（加）
に任じた。そして、この前後、二条天白三の即位にともなう、後白
河
上
里
の
出
現
に
よ
っ
て
、
約
二
ヵ
年
に
わ
た
る
中
断
後
、
こ
こ
に
変
質
的
律令体制「院政」が復活した。したがって、政局は新たな展開を
ふせ、消盛の政治力は院政及び朝廷を対象として推進された。当
時
、
院
政
方
の
少
納
言
信
西
と
、
朝
廷
方
の
藤
原
経
宗
、
惟
方
と
の
対
立
が
政争の中心にあ、、清盛は信西の子（成範）を女婿（尊卑分肱に
よれば、清盛に九人の女子ゑゆ。）にして院政方と提携した。こ
のため、その後の三年余は、武門の立場で、清盛（平氏）と義朝
（虹）
（源氏）とが政治的に対等に争った時期といわれる。
註（巧
）
山
槐
記
治
承
二
年
六
月
廿
八
日
条
。
玉
葉
治
承
三
年
六
月
十
七
日
条
。
（巧）中村敏勝「保元の乱序曲」（日本歴史八八号）一五頁、一
七頁。
（Ⅳ）兵範記保元元年七月六日条。
百
錬
抄
保
元
元
年
七
月
二
日
条
。
保元物語（岩波版、日本古典文学大系）
四
八
（旧）愚管抄（岩波文庫本）一八○頁。
兵
範
記
保
元
元
年
七
月
五
日
条
。
石
母
田
正
「
古
代
末
期
政
治
史
序
説
」
下
巻
三
八
六
頁
。
（、）兵範記保元元年七月十一日条。
百
錬
抄
保
元
元
年
七
月
十
一
日
茶
。
保
元
物
語
（別）公卿補任第一篇四九七頁、四五○頁。
兵
範
記
保
元
三
年
八
月
十
日
、
十
一
日
条
。
山
槐
記
保
元
三
年
八
月
十
日
条
。
（
Ⅲ
）
安
田
氏
前
掲
書
五
一
頁
。
愚
管
抄
一
九
一
頁
。
渡
辺
保
「
保
元
平
治
の
乱
と
平
氏
」
（
歴
史
教
育
一
二
の
六
）
六
九
頁。
一一一
白河千躰阿弥陀堂（東福門院御願）を造営し、後白河上皇の慶
賀
を
う
け
た
平
治
元
年
、
清
盛
は
平
治
の
乱
に
直
面
し
た
。
四
二
才
で
あ
る。同年十二月、重盛を相具して年ごもりの熊野参詣に、清盛が
洛中を出発した直後、信西と不仲であった藤原信頼は、義朝と結
び、上皇の三条烏丸御所を焼き払い、内裏を占拠して、上皇を奪
取のうえ、除目を行ない、信西派を一掃した。（これは経宗、惟
方の策謀ともいう。）そこで、六波羅からの報をうけた消盛は、
所特せる鎧を着し、熊野別当の湛増、紀伊の湯浅宗重の助力で、
平氏一門の待つ六波羅に向かった。途中、和泉の大鳥宮で、清盛
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は
、
「
か
い
こ
ぞ
よ
か
へ
り
い
で
な
ぱ
と
ぶ
ば
か
り
は
ご
く
ふ
た
て
よ
お
ほ
と
り
の
神
」
（
京
都
帰
還
の
前
途
を
祈
っ
て
、
）
の
一
首
を
詠
ん
だ
と
い
う。やがて、無事に都合一千余騎をもって、清盛が六波羅に帰還
するや、即日、内裏方（信頼、義朝）と六波羅方（清盛）との合
戦の報が流れた。その過中で、政敵信西を倒した経宗、惟方は政
略を変更し、もう一人の政敵信頼を倒すため、内裏から上皇を仁
和寺に、天皇を六波羅亭に移して、清盛の武力を利用することに
した。そこで、反朝廷方に追い込まれて精神的に苦慮していた清
盛は、乱の収拾を計る主動権を朝廷方（このとき、上皇は政争の
圏
外
に
あ
る
。
）
と
し
て
獲
得
、
こ
こ
に
清
盛
と
義
朝
の
立
場
は
逆
転
し
た。そして、六波羅の公卿愈議にて、清盛は六波羅の堅めにとど
まり、内一鼻の敵に対しての攻撃軍には、重盛、頼盛、教盛等の平
氏一門（都合三千余騎）識わり、戦局は義朝の敗走で決着し、
降人信頼は六条河原に斬られ、その結果、平氏武士団の存在がク
ローズアップした。これは石母田見解によれば、清盛は、後白河
（鰯）
院政のデスポテイズム傭兵隊長の地位を確保したのである。よっ
て、乱後の除目では、傭兵隊長の地位を裏付けるように、平氏一
門の栄進が顕著になり、永暦元年、逃亡中の義朝が尾張で討た
れ〈乱が全く鎮圧されると、長年の正四位下清盛（四三才）は、
太宰大弐のままで、正三位参議に任じ、右衛門督を兼任したが、
（型）
数カ月後に、太宰大弐は辞退して、右衛門督の承となる。すなわ
ち、久安ｌ永暦年間の十五年余にわたる正四位下時代は、清盛の
運命を開拓すべき、努力の時期であった。
なお、乱後の有名な挿話は、継母の池禅尼からの懇願にょっ
平
清
盛
抄
（
石
塚
）
て、清盛が、年少の源頼朝（義朝の子）を助命し、伊豆に流罪し
たこと、及び、常磐への情から、その腹の義朝の男子たちを助命
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
と
ぎ
の
清
盛
の
言
は
、
「
池
の
禅
尼
の
さ
り
が
た
く宣へば、頼朝をだにたすけをくに、それより少者と屯をうしな
はんことふびんにおほゆるぞ。」とあって、従来から清盛の人間
的側面を語る一材料となっている。要するに、清盛は、慎重な行
動家で危険は極力さける計算的努力型と思われるが、この場合、
やはり、人間味が多分に感ぜられる。勿論、これは平滑物語の産
（溺）
物である点を念頭におく必要がある。
註（皿
）
百
錬
抄
平
治
元
年
十
二
月
九
日
、
十
七
日
、
廿
五
日
、
廿
六
日
、
廿九日条。
平治物語（岩波版、日本古典文学大系）
（
別
）
石
母
田
氏
前
掲
書
三
八
九
頁
。
（皿）山槐記永暦元年八月十一日、九月二日、十二月廿九日条。
（筋）平治物語
まず、平治の乱後の政局は、「院仰一一清盛朝臣一。搦’一一召権大納
言経宗、別当惟方卿於禁裏中一」のこと。すなわち、後白河上皇（政
略）と清盛（武力）の提携で、乱を通じて、天皇方の中心にあっ
た経宗、雌蕊流罪（阿波、長門）に処し、天皇方を打倒するこ
とで始まった。世にいう謀略に満ちた後白河院政の開幕である。
そして、上皇方と天皇方の間を武力を背景とする発言権で、たく
四
九
四
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承に行動している清盛（四四才）にとって、応保元年はエポック
であった。一つは、天皇方の惟方が有した検非違使別当（公家政
権の警察力）に任じたこと。（上皇は、この方法で天皇方の警察
（”）
力に介入する途を奪ったという。）二つには、時忠の妹滋子が上
皇の子憲仁親王を生んだため、この皇子の立太子事件が発生し、
これに時忠、頼盛が連座して解官されたこと。この事件では、真
相はともかく、平氏一門にとって打撃であっ勘｝要するに、既存
の律令国家機構に割込承、その主動権の確保が清盛には必要であ
った。（これを裏返せば、上皇は、唯一の武士有力者清盛を朝廷
貴族の仲間に入れ、清盛の立場に制限を加えつつ、その武力を利
（豹）
用する方法を考えていた。↓清盛の公卿補任の理由。）そこで、
貴族化を推進する清盛は、長寛二年に女盛子を関白藤原基実に嫁
（釦）
さしめ、一応、摂関家に模を打ち込んだ。
しかして、同年清盛（四七才）は、一門とともに法華経を書写
して、安芸国厳島社に奉納（いわゆる平家納経）を行なった。こ
れは清盛の宗教的側面を顕現するもので、この厳島信仰の始期に
は、旧来の清盛安芸守在任（久安二年ｌ保元二年）説と、それに
対
す
る
小
倉
見
解
と
が
あ
る
。
小
倉
氏
は
、
清
盛
の
厳
島
社
参
の
最
初
の
文献として、山槐記の「太宰大弐清盛卿下向安芸伊津久島、之年
来之宿願云女」、及び「参議清盛（略）千時城外夫比詣安芸国伊
津久島云々」を指摘、この永暦参詣を清盛の初詣でとなし、併わ
せて、厳島社殿の再建問題でも、安芸守在任説を否定し、年来の
宿願たる厳島参詣は、平治の乱後の平氏安定期に、清盛の参議昇
任を機に実現したこと。さらに、信仰の動機が安芸守在官末期
五○
の可能性を含め、保元元年高野山大塔落慶供養のとぎの、寺僧の
厳島社造営暗示に宿願をおき、それが永暦参詣Ｐ社殿再建、平家
（、）
納経など、加速度に信仰として形成されたとする。また、長寛二
年には、蓮華王院（三十三間堂）の造進を、清盛が行なった。
すなわち？参議昇任の時期は、武士平氏から貴族平氏への転換
期でもあった。その後の清盛の進出はめざましく、永万元年は兵
部卿（四八才）となり、仁安元年、憲仁親王の立太子を推進し、
春宮坊は、春宮大夫に正二位権大納言清盛、春宮亮に教盛、春宮
大進に知盛とそれぞれ一門で占め、同年清盛（四九才）は内大臣
に進永、ついで、仁安二年一一月、五○才の清盛は、左右大臣を経
ずに、従一位太政大臣に到達した。（兵仗を賜わり、篭車の宣旨
を蒙る。）ときに、政界は後白河院政（六条天皇在位）のもと、
摂政藤原基房、左大臣藤原経宗（応保二年召還）、右大臣藤原兼
（犯）
実であった。また、当時の平氏一門の顔ぶれは、次のとおりであ
る．ｌ長子重盛三○才（従二位権大納言、春宮大夫、右衛門
督）、三子宗盛二一才（正四位下、右近衛権中将）、四子知盛一
六才（従四位下）、五子重衝二才（従五位上、左馬頭）、六孑
維俊（不詳）、七子知度（八才か。）、八子清房と九子清貞（この
前後に出生か。）Ｉ弟経盛四四才（正四位下、若狭守）、教盛四
○才（正四位下、春宮亮）、頼盛三六才（正三位、太宰大弐）、
忠度二四才（右衛門佐か。）、義弟時忠三八才（従四位上、右兵衛
督）、親宗二四才（従五位上、伯耆守）、妻時子四二才（従二位
（調）
か．）、ｌおな、孫の維盛八才などは略す．）
かくて、同月清盛は、任太政大臣の報告のため、安芸国厳島社
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（鍵）
に参詣を行なった。
註（邪）百錬抄永暦元年二月廿日条。
（〃）安田元久「源平の争乱」六八’九頁。
（肥）百錬抄応保元年九月十五日条。
（羽）安田氏前掲書六七頁。
（釦）愚管抄二○三’四頁。
尊卑分肺（新訂増補国史大系）第四篇三六’七頁。
清盛の他の女婿関係では、先述の成範のほか、藤原兼雅、
隆
房
、
信
隆
、
基
通
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
（
公
家
貴
族
の
平
氏
接
近
か。）↓多賀宗隼「藤原兼実について（中ピ（日本歴史二四
七号）五八’九頁。
（
Ⅲ
）
小
倉
豊
文
「
平
家
の
厳
島
信
仰
に
つ
い
て
」
（
瀬
戸
内
海
地
域
の
社
会史的研究所収）六’八頁、一四頁、一八頁。
（釦）山槐記長寛三年六月廿九日、仁安二年二月二日、十一日灸。
玉
葉
仁
安
元
年
十
月
十
日
、
十
二
月
廿
二
日
、
二
年
正
月
二
八
日
、
二
月
十
一
日
条
。
兵
範
記
仁
安
元
年
十
月
十
日
、
十
一
月
二
日
灸
。
百
錬
抄
仁
安
元
年
十
月
十
日
、
二
年
二
月
十
一
日
条
。
こ
の
平
氏
の
宮
廷
生
活
へ
の
進
出
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
「
限
あ
る
官
職
位
階
の
占
取
で
あ
る
以
上
、
公
家
貴
族
の
世
界
が
せ
ば
め
ら
れ
る
の
は
当
然
で
、
官
位
が
す
べ
て
で
あ
る
宮
廷
に
於
て
、
公
家
貴
族
に
とっての致命的打撃であった。」し多賀氏前掲論文五六頁。
（詔）公卿補任第一篇四四九’五一○頁。
平
清
盛
抄
（
石
塚
）
なお、渡辺保「源氏と平氏」一三五頁では、時忠（兄）、時
子（妹）の関係にある。
ま
た
、
尊
卑
分
脈
第
四
篇
三
六
頁
で
は
、
九
子
清
貞
は
養
子
と
あ
る。
（狐）山槐記仁安二年二月廿五日条。
五
仁安二年五月、清盛は、わずか三カ月余の在任をもって、俄
（調）
に、太政大臣を辞任した。この理由は、病気のためか。これが事
実ならば、清盛ならびに平氏一門にとっては誤算であった。これ
より先、清盛は摂政基実との提携によって、後白河上皇の政治権
力に対峠してきたが、前年の永万二年七月の栽実莞去は打撃であ
（調）
った。このため、、すべての遺領が女盛子の所有にならず、そのま
ま弟鎚房の所有に帰することを懸念したが、結果は、薙房の摂政
昇任にかかる同意を条件に、清盛は、かつての摂関家の家司であ
った策士の藤原邦綱の助言を得て、藤原氏所領を二分割して、興
福寺、平等院、勧学院などを基房に譲り、そのほか家領の大半を
女盛子の所有とすることに成功した。したがって、藤原氏の勢力
は基実系と基房系への分裂によって弱体化し、清盛には、望む処
（釘）
であった。
この政局の中で、清盛の辞任問題が生じ、同年、清盛は大功田
を賜わった。すなわち、さきの病気説を裏付けるように，仁安三
年二月清盛の不例が伝わり、まもなく、所悩の清盛は出家を許さ
れ、僧正明雲の授戒で、やはり病中の妻時子とともに出家をなし
五一
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た。しかし、ますます病状は悪化したので、遂に政局の混迷を招
き、上皇の大波羅亭への臨幸となった。そこで、清盛は、六条天
皇
の
譲
位
を
急
ぎ
、
同
年
三
月
、
高
倉
天
皇
（
Ⅱ
憲
仁
親
王
八
才
）
を
即
位
させ、一方、清盛の病気平癒のため、天下に大赦が行なわれた。
その後、清盛は一進一退しながらも、回復に向い、同年七月にな
（詔）
って、使庁始の儀に姿をみせている。
明けて仁安四年、病後の清盛は、摂津国福原において、千部法
花経供養を天台座主明雲の導師で行ない、このとき、上皇も臨幸
（調）
している。当時、清盛の福原経営は、すでに着手されており、病
後の静養か、清盛は福原の地から院政支配に対処していた。つい
で、嘉応元年藤原成親知行の尾張国月代政友と神民との闘乱に発
し
た
延
暦
寺
衆
徒
の
訴
入
洛
に
抗
し
て
、
後
白
河
法
皇
（
同
年
上
皇
は
落
飾）の要請で、やむなく清盛は、その子息重盛等をもって防戦せ
し
め
た
が
、
そ
の
成
果
な
く
、
遂
に
、
衆
徒
の
要
求
で
大
政
官
符
を
も
っ
て
、
院
近
臣
成
親
の
備
中
国
配
流
が
決
定
さ
れ
た
。
当
時
、
中
央
政
界
は
法
皇
の
政
治
力
、
清
盛
の
武
力
、
寺
院
の
僧
兵
勢
力
が
三
つ
巴
で
抗
争
を
展
開
していた。ために、すぐに成親不在中の奏事不実を理由に、権中
納言右衛門督時忠の出雲国配流、蔵人頭権右中弁平信範の備後国
配流、及び、流人成親の召還宣下があり、法皇から清盛への政治
的圧力が現われた。しかし“嘉応二年鬘正月、また延暦寺衆徒の入
洛が伝わり、福原の清盛は入洛して、六波羅は武士が群集し、こ
こに法皇は山僧愁申二箇条事で、さぎの処分を撤回して、成親配
（釦）
流と時忠、信範召還に追い込まれ、やがて、これを実現した。また
平氏の貴族化にともなう、公家貴族の反平氏感情の反映ともいう
五二
べき、摂政基房と孫の平資盛との衝突事件を経た同年九月、清盛
（五三才）は、福原山圧に法皇の御幸を仰ぎ、来朝の宋人に謁見
（虹）
し
て
い
る
。
が
、
こ
れ
は
清
盛
の
日
宋
貿
易
を
推
測
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
そして、同年十月に奈良大衆の蜂起するや、清盛は、法皇から鎖
（⑫）
圧のための出動を要請された。
ついで、承安元年十月、法皇は建春門院（平滋子）とともに福
原別業に御幸して、船遊びのことがあったが、これに清盛、重盛、
宗盛、時忠等が姿をみせており、同年十二月、清盛（五四才）は
女徳子の法皇猶子としての入内決定を喜び、承安二年九月には、
宋国より法皇と清盛にそれぞれ献上物が贈られ、翌、承安三年三
月、清盛は宋国の貢物に対する返書をしるしたが、なぜか清盛は
その使者に会わず、代人をもって応対したため、使者は大いに怒
．（鋼）
って帰国してしまった。しかして、承安四年の清盛の厳島参詣
（法皇同行）、承安五年の福原別業での清盛の千僧持経（法皇御
幸）、安元二年七月の建春門院、六条上皇が前後しての崩御、な
どが続く。この間、福原山庄の清盛は、再度の所労気味か。（入
道後、清盛は清蓮と号す。）翌、安元一一一年三月、長子重盛が左大
将を経て、内大臣となるに及び、清盛は、形式的には、平氏一門
の棟梁としての地位を、重盛に継承したものと思われる。そして、
同月、清盛の千壇供養法、法皇の千口持経老供養が、故建春門院
（必）
のために福原で行なわれた。
また、同月、前年以来の白山領焼払事件（院政と寺院の対立）
につぎ、延暦寺大衆の訴で、法皇は注目の院近臣加賀守師高の月
代恒高を備後国配流とした。それでも、大衆は満足せず、入洛の
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動きを示した。そこで、法皇は官兵（平氏）による防戦を求めた
が
、
清
盛
は
、
武
力
介
入
に
消
極
的
な
態
度
を
示
し
、
か
つ
、
大
衆
か
ら
は
清
盛
に
書
状
を
送
っ
て
き
た
。
こ
の
状
況
か
ら
、
法
皇
は
加
賀
守
師
高
を
見
任解却した。しかし、同年五月、法皇は師高処分の代わりに延暦
寺座主明雲を解却したので、再び大衆は蜂起し、前座主明雲の伊
豆国配流が決定すると、その下向途中で大衆が明雲を奪取のう
え、帰山した。ここでも、法皇は延暦寺攻撃を清盛に要請した。（幅）
勿論、清盛は、内心喜ばず、迷惑に感じ、その受諾に嬬麟した。
かかる情勢下、同年六月、清盛（六○才）は、院近臣の西光、
成親等を禁鋼に処し、やがて西光を討ち、成親を備前国配流とな
し
た
。
こ
の
事
件
の
核
心
は
、
法
皇
及
び
近
臣
等
に
よ
る
平
氏
討
滅
の
謀
議
露
見
に
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
鹿
力
谷
事
件
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
一
時
は
禁
一炎と洛中に武士が充満し、院に参内する者もなく、院政は打撃を
う
け
た
。
か
く
し
て
、
清
盛
は
、
こ
の
と
き
、
延
暦
寺
大
衆
か
ら
の
側
面
援
助もあって、明雲の召還宣下、僧都俊寛等の院近臣の処分断行を
（妬）
もって、法皇への欝憤をはらした。さらに、治承二年四月、法皇
の園城寺秘密潅頂伝受から延暦寺僧徒の三井寺焼打が伝わるや、
法皇は右大将宗盛を使として、福原に派遣し、その鎮圧のため、
平氏の武力を期待したが、消盛はこれを拒否した。すなわち、こ
（灯）
こに清盛と法白一の対立は、次第に顕著になった。
しかし、同年六月、中宮徳子（二四才）の御懐妊で、政局は一
服となり、消盛は妻時子とともに、中宮徳子の御着帯に立会い、
やがて、皇子御出産を糸とどけ、同年十一月、安心して福原へ下
向
し
た
Ｑ
し
か
る
に
、
同
月
、
清
盛
は
、
俄
に
上
洛
し
て
、
こ
の
臭
子
言
仁
平
清
盛
抄
（
石
塚
）
親
王
の
立
太
子
の
儀
を
、
法
皇
に
強
制
し
て
実
現
し
、
そ
の
坊
官
除
目
で
は、春宮坊大夫に宗盛、亮に重衡、権亮に維盛を任じた。これは
摂関家にふるような天皇と外戚関係確立への前進となり、また、
当時、政界における平氏の立場につぎ、政治的焦燥感をもってき
（蛆）
た清盛には、大きな喜びであった。
ところが、これを転機に、治承三年五月、前内大臣重盛（四二
才）は病により出家、同年六月、消盛の女盛子（准母白川殿二四
才）が莞逝したため、醗子の領有していた雑実遺領の帰属が、消
盛と法皇の争点となった。それでも、依然として、法皇は延暦寺
堂衆の追討使人選を清盛に依頼し、当然、清盛はこれに非協力な
態度をとった。この間、消盛にとっての打撃は、同年七月の長子
（⑲）
重盛の蕊じたことである。
註（弱
）
兵
範
記
仁
安
二
年
五
月
十
七
日
条
。
山
槐
記
仁
安
二
年
五
月
十
七
日
条
。
（稲）公卿補任第一篇四五九頁（氷万二年七月）と、懲符抄二○
六頁（仁安二年七月）では、一年のずれとなる。
（師）幽管抄二○六頁。
（冊）兵範記仁安三年二月六日、九日、十一日、十五日、十六
日
、
廿
二
日
、
廿
四
日
、
七
月
十
六
日
茶
。
／
玉葉仁安一一一年二月九日、十一日、十五日、廿一一一日、一一一月
十三日条。
百
錬
抄
仁
安
三
年
二
月
十
六
日
、
十
九
日
条
。
（
羽
）
兵
範
記
仁
安
四
年
三
月
廿
日
、
廿
一
日
条
。五三
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百錬抄嘉応元年三月廿三日条。
（側）兵範記嘉応元年十二月廿三日、廿四日条。
百錬抄嘉応元年十二月廿一一一日、廿八日条。
玉葉嘉応二年正月十三日、十七日、廿一日、廿一一一日、廿
六
日
、
二
月
一
日
、
四
日
、
八
日
、
九
日
灸
。
（虹）玉葉嘉応二年九月廿日条。
百錬抄嘉応一一年九月廿日条。
（蛆）玉葉嘉応二年十月廿九日、什日灸。
（佃）玉葉承安元年十月廿一一一日、十二月一一日、十四日、一一年九
月
十
七
日
、
廿
二
日
条
。
百錬抄承安元年十月廿三日、十二月二日、一一一年三月一一一日
条。兵範
記
承
安
元
年
十
二
月
二
日
条
。
（
“
）
玉
葉
承
安
四
年
三
月
十
六
日
、
五
年
十
月
十
一
日
、
十
五
日
、
安
元二年七月十七日、十一月七日、一一一年三月五日、十四日、
廿二日条。
吉
記
承
安
四
年
三
月
十
六
日
、
安
元
一
一
年
四
月
廿
七
日
（
入
道
太
政大臣静海と改む。）、六月汁日条。尊卑分肺第四編三四頁。
百
錬
抄
安
元
二
年
七
月
八
日
、
十
七
日
条
。
（妬）石母田氏前掲書四七四頁。
玉
葉
安
元
三
年
三
月
廿
一
日
、
四
月
二
日
、
十
四
日
、
十
七
日
、
十
九
日
、
廿
日
、
五
月
十
四
日
、
廿
日
、
廿
一
日
、
廿
二
日
、
廿
三
日
、
廿
九
日
条
。
百錬抄安元三年一一一月廿一日、治承元年五月五日、廿三日
五四
条。
（妬）玉葉安元一一一年六月一日、二日、三日、十一日条。
百
錬
抄
治
承
元
年
六
月
一
日
、
三
日
、
九
日
茶
。
（〃）玉葉治承二年正月廿日、廿二日条。
山
槐
記
治
承
二
年
正
月
廿
日
、
五
月
十
六
日
、
廿
日
条
。
百
錬
抄
治
承
二
年
五
月
廿
日
条
。
（咄）山槐記治承二年六月一一日、一一一日、十日、十七日、廿八日、
十月三日、十六日、十七日、十九日、十一月十一一日条。
玉
葉
治
承
二
年
十
一
月
十
六
日
、
廿
八
日
、
十
二
月
十
五
日
茶
。
百
錬
抄
治
承
二
年
十
二
月
十
五
日
条
。
（
組
）
山
槐
記
治
承
三
年
五
月
廿
五
日
、
六
月
十
七
日
、
廿
二
日
、
十
月
廿五日条。
玉
葉
治
承
三
年
六
月
十
七
日
、
十
八
日
、
廿
日
、
廿
九
日
、
七
月
廿
八
日
、
廿
九
日
、
九
月
十
一
日
、
十
二
日
、
十
月
十
九
日
、
十
一
月三日条。
百錬抄治承三年六月廿日、八月一日、十月一一一日条。
一〈
治承三年十一月、突如として、清盛は福原より入洛し、武士を
もって洛中を占拠、厳島への途中にあった三子宗盛も急拠入洛し
て、これに参加した。かくて、即刻、基房の関白を止め、関白、
内大臣、氏長者に藤原基通（基実の子）を任じ、中宮徳子と春宮
言仁親王を清盛の八条亭に迎え、福原下向を意図し、ついで、太
政大臣藤原師長以下三十九人を解官させ、清盛の手で除目を行な
Hosei University Repository
った。いわゆる平氏の知行国独占である。この清盛の行動につい
ては、「法皇収。公越前国一、（故入道内大臣知行国、維盛朝臣伝し
之、）井被レ補――白川殿倉預一、（前大舍人頭兼盛、）」といった二つ
の過怠が法皇にあったこと。及び、法皇と基房の国政独占を理由
としている。清盛は、さらに法皇を鳥羽殿に幽閉して、実質上、
院政を停止させ、（政変の成功による平氏政権の成立Ⅱ石母田見
解
）
自
身
は
直
ち
に
福
原
に
下
向
し
た
。
こ
の
と
き
、
薙
房
は
福
原
を
経
て
淡
路
国
へ
移
さ
れ
る
。
同
年
十
二
月
、
清
盛
は
ま
た
上
洛
し
て
、
春
宮
の
即
位工作をはじめ、八条亭に行啓を仰ぎ、春宮が障子に指で穴を明
けるのをゑて、落涙したというが、そのとき、八条亭周辺は大路
小路に武士が充満して、あわただしい政局の動きを示していた。
そして、治承四年正月、春宮の御袴儀のこと。同年二月には、天
皇から春宮への譲位を実現させるとともに、海運を考慮して、石
（印）
掠造築役を課すことで大輪田泊を修築している。
この情勢下、同年三月、延暦寺大衆の蜂起や、法皇奪取の風聞
が福原の清盛にとどき、同年四月、以仁王（三条宮）の平氏討滅
の令旨に直面、すぐに、清盛は、高倉上皇の厳島御幸からの帰洛
を待って、安徳天皇（Ⅱ言仁親王三才）の即位を断行した。同年
五月、以仁王を土佐国に配流すべき宣下が出され、官兵をその在
所に派遣した処、すでに、以仁王は源頼政と合流していた。ため
に、天皇を八条亭に迎え、南都大衆の入洛にも備えて、洛中諸人
までも含めた福原下向が考慮されるほどであった。しかし、清盛
が福原から上洛したときには、子息の知盛等の手勢が頼政を討
ち、以仁王を南都に敗走せしめた（途中討死）後であった。が、
平
漬
盛
抄
（
石
塚
）
同年六月Ｐ情勢判断から清盛は、法皇、上皇、天皇の福原行幸を
決
定
し
、
こ
れ
を
遷
都
問
題
に
発
展
さ
せ
、
ま
も
な
く
、
遷
都
下
向
を
実
現
した。しかるに、同年八月、諸国源氏の動向が清盛のもとに報ぜ
られる中で、福原の上皇が御不例となり、早くも還都の気風が生
じ、同年九月に入ると、伊豆の配所にあった源頼朝の謀
反、及
び、伊豆、駿河両国の押領、さらには、筑紫国にも叛逆が起り、
維盛が東国追討使として福原を発向、六波羅を経て、東国に向け
進
発
し
、
同
年
十
月
は
、
清
盛
は
延
引
と
な
っ
た
厳
島
社
、
宇
佐
宮
参
詣
を
（皿）
行ない、福原には皇居寝殿を造った。
同年十一月、清盛は、子息の宗盛と遷都のことで口論に及び、
一
方
、
富
士
河
辺
合
戦
の
追
討
使
維
盛
以
下
官
軍
の
敗
走
の
報
に
激
怒
し
て、重ねて教盛と経盛の子息を追討使とする人選など、福原の内
裏新造にもかかわらず、遂に、清盛は、情勢の挽回を願って、還
都
を
決
定
し
た
。
そ
し
て
、
一
時
は
、
美
濃
や
近
江
の
動
き
で
、
還
都
を
蹟
階
し
た
清
盛
も
、
事
態
の
重
大
さ
を
認
識
し
て
法
皇
以
下
の
還
都
を
断
行
（顕）
し、併わせて、諸国の凶徒鎮圧を天下に指令した。
しかしながら、同年十二月，近江の動きに呼応して、園城寺、
南都衆徒、延暦寺僧徒が南北より六波羅を包囲攻撃するとの風聞
のため、まず、先手をとって、五子重衝に園城寺攻撃及び南都焼
打を決行させた清盛ではあったが、平氏一門の孤立化を恐れて、
遂に、法皇の権力に屈服することに決し、法皇が従来どおり、天
下の政を統くるように申し入れ、讃岐、美濃両国を法皇の御分国
と
な
し
た
。
い
わ
ゆ
る
後
白
河
院
政
の
復
活
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
清
盛
の
行動が消極的となった治承五年正月、上皇の崩御によって、清盛
五五
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の失望は大きくなり、三子宗盛の五畿内及び近江、伊賀、伊勢、
丹波等の総官任命も、同年一一月の平盛俊の丹波国諸庄園総下司任
命も、大勢には影響なく、美濃合戦の平氏勝利、伊勢志摩合戦の
平氏敗北、維盛以下官軍の尾張国進発、豊後国の謀反などが続い
（認）
た。この頃から、失意の清盛は、頭風を病糸、これに中宮徳子（建
礼門院）の御不例も重なった。そして、日増しに所悩は重く、正
一一位前権大納言宗盛（三五才）以下平氏一門（当時Ⅱ知盛一一一○才
（正三位、左兵衛督）、重衡二五才（従三位）、維盛一三才（正四
位下）、清宗一二才（従三位）など。）の沈痛のうちに、治承五
年閏二月、（二八一年Ⅱ治承、寿永の内乱の過中で）前太政大
（別）
臣入道平清盛は六四才をもって、その生涯を閉じた。
註（別）玉葉治承三年十一月十四日、十五日、十七日、十八日、
十九日、廿日、廿四日、廿六日、廿九日、十一一月九日、四
年
正
月
十
九
日
、
廿
二
日
、
二
月
廿
日
、
廿
一
日
条
。
山槐記治承三年十一月十四日、十五日、十六日、十七日、
十八日、十九日、廿日、十二月十一日、十四日、十六日、
四
年
三
月
五
日
条
。
百
錬
抄
治
承
三
年
十
一
月
十
五
日
、
廿
日
条
。
石
母
田
氏
前
掲
書
四
七
○
’
八
七
頁
。
（Ⅲ）玉葉治承四年三月十六日、四月九日、廿二日、五月什一一一
日、廿六日、六月一日、二日、六日、七日、八日、十三日、
八月十一日、十二日、十九日、廿九日、九月三日、十二日、
／■、 ／戸、
５３５２
、=ノ 、_ノ
百二日玉山日ｔ卜吾吉百吉山吾廿日玉廿吾廿日百十山十
鋏．月、葉槐、八妻記錬記槐妻九、葉二妻二、錬六槐九
抄八廿記廿日鏡抄記鏡日十日鏡日什抄日記日
日五治九、治治条四治、条日、
治、日承治日義治承治承治治。日承廿治。、治九治廿
承廿、四承条和承四承四承承、四九承六承月承三
四五廿年四．元四年四年四四十年日四月四廿四日
年日九十年年年十年十年年六十条年二年二年、
十、日二十正十一十一十十日一一・四日四日三十
二廿、月二月二月一月月月、月月、月、月月
月九五四月十月ｆｆｆ月十廿十十五九九廿廿十九
廿日年日二八一日十一八六九日日日二三八日
五条正、日日日、－－日日日日、、、日日日、
日。月九条、、十日、、、、六五十、、、十
、十日。廿十二条廿十廿廿日月一五十五一
廿四、一一月。一一日一、廿日月月月月
八日十日日廿日月、日十六，十九十二五
日、四、、八、廿十、日十五日五日六
、十日二十日廿四一廿日、五日条日条
養六、月二条九日月四、八日、。、。
和日十十日。日、二日十月、廿廿
元、六一一、条廿日、二九九二六
年十日日廿．六条廿日日月日日
正九、、五日。六、、￣、、
月日十廿日条日十九日廿七
十、八七、。、三月、八月
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四日、廿日条。
石
母
田
正
「
平
氏
政
権
の
総
官
職
設
置
」
（
歴
史
評
論
一
○
七
号
）
二
’
一
四
頁
。
（別）玉葉治承五年二月廿七日、廿八日、閏二月一日、三日四
日
、
五
日
条
吾
妻
鏡
養
和
元
年
閏
二
月
四
日
条
。
百
錬
抄
養
和
元
年
閏
二
月
四
日
条
。
公
卿
補
任
第
一
篇
四
四
九
’
五
一
○
頁
。
結
び
以上、古代末期における代表的な歴史上の一人物である平清盛
について概観したが、要するに、清盛の生涯は、鳥羽ｌ後白河院
政を中核とする古代的律令体制（摂関家、寺院勢力などの荘園領
主層）との協調及び対決であった。そして、結果は、清盛が、平
氏政権を成立させたことで、古代から中世への過渡期政権として
の歴史的役割を果したわけである。
また、清盛の壮年期を出発点とする主体的行動力には、後年、
なかんずく、平家物語の「祇園精舎の鐘の声、諸行無常の響あ
り、（略）盛者必衰のことはり、」にふる文学的感傷をもって表
現される治承、寿永の内乱期における清盛の焦燥感（平氏一門の
非劇的最後）を推測するものは、観念的には全くない。そこには、
ただ、平氏政権の確立のために、積極的に推進さたれ滑盛のエネ
ル
ギ
ー
が
感
ぜ
ら
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
清
盛
の
行
動
力
及
びその個人的モメントの評価は、いうまでもなく、従来からの研
平
清
盛
抄
（
石
塚
）
究をとおして、過渡期平氏政権の性格規定に大いに反映している
わけである。
したがって、小稿では、当然、清盛個人を構成する政治的、文
化的、人間的側面などを、人物論の立場で、より具体的に個交に
考察すべきであったが、この点、紙幅の関係で割愛した。（なお、
本文中で示した年令は、すべて数え年である。）
補註↓（註“）
清
盛
の
後
継
者
を
め
ぐ
る
重
箙
と
宗
盛
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
三
子
宗
盛
の
嫡
流
説
が
あ
る
。
↓
安
田
元
久
「
平
家
の
群
像
」
一
七
○
’
二
頁
。
補註↓（註印）
清
盛
が
、
強
行
し
た
治
承
三
年
十
一
月
の
政
変
に
よ
っ
て
、
平
氏
一
門
に
よ
る
知
行
国
独
占
が
生
じ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
知
行
国
を
承
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
玉
葉
の
治
承
三
年
十
一
月
十
八
日
、
十
九
日
条
に
よ
れ
ば
、
子
息
で
は
、
知盛（三河）、清房（淡路）、孫では、師盛（備中）、宗親（阿波）、
弟では、忠度（伯耆）、甥では、経正（但馬）、経俊（若狭）、通
盛（越前）、教経（能登）、など。
さ
ら
に
、
そ
の
直
前
、
山
槐
記
の
治
承
三
年
正
月
六
日
灸
に
よ
れ
ば
、
子
息
で
は
、
重
盛
（
丹
波
）
、
宗
盛
（
播
磨
、
駿
河
）
、
弟
で
は
、
頼
盛
（
紀
伊
）
な
ど
．
ｌ
ち
な
承
に
、
平
氏
一
門
と
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
諸
国
を
数
字
的
に
承
ると、播磨以下五十六か国（尊卑分脈第四篇一一一四’三八頁。系図
上での正盛直系の子孫六十七名を対象とした。）で全国に及んで
いる。
五七
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